
 

                

 

 

台湾パラ・パワーリフティング代表チームの 

事前キャンプ中止について 
 

東京２０２０パラリンピック競技大会に向けて、学校法人片柳学園日本工学院八王

子専門学校との協働により受入れを予定していた台湾パラ・パワーリフティングチー

ムの事前キャンプに関し、チャイニーズ・タイペイパラリンピック委員会から実施を

見送るとの連絡がありました。 

市と同校ではこれまで、新型コロナウイルス感染症対策をはじめとして受入れの準

備を進めてきましたが、チャイニーズ・タイペイパラリンピック委員会では、新型コ

ロナウイルス感染症の状況を考慮した中で、断腸の思いではあるが実施の見送りを判

断したとのことであり、市としてもその判断を尊重し、事前キャンプの受入れを中止

することとしましたのでお知らせします。 

なお、事前キャンプは中止となりましたが、台湾のホストタウンとして、引き続き

台湾選手を応援していきます。 

 

本件に関し、次のとおりコメントを発表します。 

 

【八王子市長 石森 孝志（いしもり たかゆき）】 

事前キャンプの中止は、大変残念ではありますが、現在の状況下において苦渋の決断をさ

れたものと拝察します。 

今後もこれまで築いてきた関係を大切にし、ホストタウンとしての交流を深めていきたい

と考えています。台湾選手の東京２０２０大会での活躍を心より期待しております。 

 

【日本工学院八王子専門学校 校長 千葉 茂（ちば しげる）】 

東京２０２０大会での事前キャンプとして台湾チームを迎え交流できることを楽しみにし

ておりました。この度の中止決定は大変残念ではありますが、現在の状況下では最善な判断

であると拝察いたします。 

   今後は２０２２年２月開催予定の第２２回全日本パラ・パワーリフティング国際招待選手

権大会で交流を深め、台湾チームを応援できる日を楽しみにしております。 

   選手の東京２０２０大会でのご活躍を祈念しております。 

 

【これまでの経緯】 

令和２年２月２日   チャイニーズ・タイペイパラリンピック委員会、学校法人

片柳学園日本工学院八王子専門学校及び八王子市の三者

により「事前キャンプに関する協定書」を締結 

令和２年５月２９日  台湾のホストタウンに登録 

 令和３年５月１８日  チャイニーズ・タイペイパラリンピック委員会より実施見

送りに関する書簡を受領 

 

＜問い合わせ＞ 八王子市オリンピック・パラリンピック推進室主幹 清水  

電話０４２－６２０－７４８５ 

令和３年（２０２１年）５月２０日 


